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調査の概要

１、指定保育士養成施設で実施しているキャリア支
援等に関する調査

（指定保育士養成施設調査）

①質問紙調査

就職内定状況、キャリア支援の方針、リカレント
教育や地域連携を含む養成施設による保育人材確

保の取り組み等の実態

②インタビュー調査

養成施設のキャリア支援及び保育人材確保への取
り組みの先進事例等

２、指定保育士養成校施設卒業者の内定先等に関す
る調査

（学生調査）

①質問紙調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

②インタビュー調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

について、個別具体的な過程等

養成校の卒業年度の学生と養成校を対象として、学生のキャリア選択
や養成校のキャリア支援の実態を明らかにすることにより、養成施設
における質の高い人材の確保と就業継続への取り組みを促す

3



指定保育士養成施設で実施しているキャリア支援等に関する調査
（指定保育士養成施設調査）
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質問紙調査の目的・方法

調査の目的

指定保育士養成施設における就職支援、キャリア支援の現状について調べ、
保育人材確保の取り組み等の実態について明らかにすることをめざすもので
ある。

調査の方法
①調査対象者

全指定保育士養成施設688 施設のうち393 施設から回答を得た（回収
率：57.1％）。

②調査時期
2019年12月

③調査方法と手続き
郵送法。就職支援、キャリア支援を担当する職員に回答を依頼した。
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調査内容

＜フェイスシート＞

回答者、学校種別、取得可能資格・免許、入学定員、卒業要件、気風、卒業
生の資格・免許取得状況など

＜保育職に関するキャリア支援体制＞
専門担当者の有無、就職ガイダンス、求人情報の開示方法など

＜就職状況＞
平成26 年度及び平成30 年度業種別就職者、保育士志望学生数、保育士志望

学生の特徴など
＜既卒者に対するキャリア支援活動＞

既卒者に対するキャリア支援活動の有無、既卒者に対するキャリア支援活動
の内容など

＜キャリア支援の方針＞

キャリア支援の内容・時期・基本的な考え方、キャリア支援の特色や工夫し
ている点、課題（自由記述）、学校全体で行っているキャリア支援の方針など
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調査の結果
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回答者の属性・学校種別・保育士資格の卒業要件の有無

回答者の属性：就職やキャ
リア支援を担当する部署の
職員かどうか

学校種別 保育士資格を卒業要件として
いるかどうか

4年制大学

37.4％

短期大学

37.4％

専修学校

23.7％

高等学校

専攻科 0.5％
その他

0.5％
無回答 0.5％

79.1％
はい

18.1％
いいえ

2.8％
無回答

卒業要件と

している

22.9％

卒業要件とし

ていない

75.6％

無回答

1.5％

n=393n=393
n=393
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保育士として就職をする気風の強さ

強いほう

である

70.5％

それほど強

くない

11.7％

どちらともい

えない

14％

無回答

3.8％ 44.2％

86.4%

87.0%

100.0%

100.0%

27.2%

1.4%

3.2%

50.0%

23.1%

8.2%

8.6%

50.0%

1大学

2短期大

学

3専修学

校

4高等学

校専攻科

5その他

6無回答

1 強いほうである 2 それほど強くない
3 どちらともいえない 4 無回答

「それほど強くない」「ど
ちらともいえない」が多い

n=393

1 4年制大学
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学校種別に見た平成30年度と平成26年度の卒業生の資格・免許取得状況

68.3%

70.8%

2.7%

34.9%

1.3%

18.5%

68.5%

74.3%

2.6%

35.5%

1.9%

20.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保育士資格(n=102)

幼稚園教諭１種免許

(n=95)

幼稚園教諭２種免許

(n=38)

小学校教諭１種免許

(n=75)

小学校教諭２種免許

(n=37)

その他(n=44)

平成３０年 平成２６年

93.9%

4.0%

92.0%

0.0%

9.0%

30.9%

92.3%

4.0%

92.0%

0.0%

9.0%

25.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保育士資格(n=120)

幼稚園教諭１種免許

(n=24)

幼稚園教諭２種免許

(n=119)

小学校教諭１種免許

(n=24)

小学校教諭２種免許

(n=30)

その他(n=30)

平成３０年 平成２６年

97.0%

5.8%

84.4%

2.9%

0.0%

15.3%

97.0%

7.3%

86.2%

4.1%

0.0%

16.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保育士資格(n=56)

幼稚園教諭１種免

許(n=14)

幼稚園教諭２種免

許(n=44)

小学校教諭１種免

許(n=12)

小学校教諭２種免

許(n=10)

その他(n=13)

平成３０年 平成２６年

n=93

専修学校短期大学4年制大学

n=147
n=147
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養成施設の就職状況について

年度 種別

全体

学校の規模（卒業見込者・卒業生の合計人数） 学校種別

29人以下
(N=57)

30人～49人
(N=57)

50人～99人
(N=118)

100人～
149人
(N=70)

150人以上
(N=38)

4年制大学
（N=132）

短期大学
（N=130）

専修学校
（N=77）

平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

平成30年度
保育所

39.1% 45.0% 39.6% 38.0% 38.7% 34.9% 26.9% 44.7% 50.8%

42.7% 43.0% 44.9% 43.6% 42.4% 40.5% 28.6% 51.1% 50.9%平成26年度

平成30年度
幼稚園

12.3% 10.0% 8.5% 12.8% 16.1% 12.7% 10.4% 13.9% 12.8%

平成26年度 17.2% 13.7% 12.0% 16.6% 21.4% 20.9% 16.1% 19.6% 13.9%

平成30年度 認定こども
園

13.2% 11.8% 14.6% 12.9% 13.8% 12.9% 8.1% 18.0% 14.0%

平成26年度 4.2% 7.6% 2.8% 3.7% 5.3% 3.2% 2.8% 4.8% 5.7%

平成30年度
一般企業

10.1% 6.4% 11.8% 10.8% 9.8% 11.6% 19.7% 5.1% 2.3%

平成26年度 9.0% 4.8% 10.4% 10.3% 8.6% 8.5% 17.1% 5.2% 2.2%

平成26年度と平成30 年度の業種別就職者の割合の比較
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保育職に関するキャリア支援体制

いる

50.9% 
(200校)

特にい

ない

48.6％
(191校)

無回答

0.5%(2
校)

保育職の就職支援専門担当
者の有無

保育職希望の学生に対する学校
独自の就職ガイダンスの回数

保育職希望の学生に対する学校
独自の就職ガイダンスの内容

1回～3回
46.5%(134

校)

4回～6回
19.1%(55校)

7回~9回
10.8%(31校)

10回～12回
8.3%(24校)

13回～15回
6.3%(18校)

16回以上

9.0%(25校)

n=288n=393

76.9 
74.7 

72.2 
56.8 

49.7 
48.1 

41.4 
35.8 

28.7 
25.3 

21.6 
18.8 

0.0 

0.0 50.0 100.0

就職に関するマナー

履歴書の書き方

保育職を取り巻く就職状況

保育職に就いた卒業生によるレクチャー

保育者・園長等によるレクチャー

面接試験対策（私立）

面接試験対策（公立）

筆記試験対策（公立）

その他

筆記試験対策（私立）

実技試験対策（私立）

実技試験対策（公立）

無回答 n=324
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保育職に関するキャリア支援体制

外部委託の就職ガイダンス 外部委託の就職ガイダンスの内容

行っている

29.8%(117
校)

特に行ってい

ない

70.0%(275校)

無回答

0.3%(1校)

n=393

42.7 
41.9 

36.8 
29.1 
29.1 

28.2 
26.5 

23.1 
21.4 

12.0 
4.3 

2.6 
0.9 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

就職に関するマナー

保育者・園長等によるレクチャー

筆記試験対策（公立）

保育職を取り巻く就職状況

保育職に就いた卒業生によるレクチャー

面接試験対策（公立）

履歴書の書き方

その他

面接試験対策（私立）

筆記試験対策（私立）

実技試験対策（公立）

実技試験対策（私立）

無回答 n=117
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養成施設の就職状況について

保育士として就職を希望する学生の人数 保育士就職希望増の理由（自由記述を分類） 保育士就職希望者減の理由（自由記述
を分類）

増えた

12.0%

減った

10.4%

変わらない

69.2%

わからない

6.9%

無回答

1.5%
22

8

8

7

6

3

0 5 10 15 20 25

待遇の向上

幼稚園教諭の希望減

保育士求人の増加

その他

学生の増加

仕事の内容（複数担当制、ピ

アノ不安等）n=393

12

9

7

5

3

3

3

2

0 5 10 15

学生数の減少

一般企業の採用増

保育教諭の希望増

幼稚園教諭の希望増

仕事の大変さ

社会福祉士の希望増

待遇の悪さ

実習でイメージ悪化
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養成施設の就職状況について

保育士就職希望学生の特徴等の変化 具体的な学生の変化（自由記述を分類）

変化した

28.0%

変化していない

56.5%

わからない

13.2%

無回答

2.3%

45

28

25

8

4

0 10 20 30 40 50

小規模保育等を希望

給与・福利厚生

その他

職場の人間関係

学生の学力低下
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既卒者へキャリア支援

行っている

70.2
%

特に行ってい

ない

27.5%

無回答

2.3%

69.9 

51.4 

46.0 

40.2 

14.9 

14.5 

13.8 

13.0 

10.9 

6.5 

1.4 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

教員・職員等によるキャリアカウンセリング

既卒者対象の求人情報の公開

履歴書・職務経歴書の添削指導

面接指導

卒業生のキャリア支援・就職支援室の設置

リカレント教育プログラムの提供

ＯＢ・ＯＧ情報の公開・閲覧

同窓会等による就職支援

その他

資格取得講座・公務員講座等のキャリア支援

既卒者対象の就職セミナー

無回答
既卒者に対してのキャリア支援

既卒者に行っているキャリア支援の内容

n=276

n=393
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91.3 
89.6 

75.3 
69.7 

68.7 
64.4 

54.2 
49.9 
49.6 

45.8 
45.0 

42.5 
40.2 

38.7 
35.9 

24.9 
14.8 

2.3 
2.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

面接指導

個別の進路選択の相談

論作文指導

保育現場でのボランティアの紹介

公務員採用試験の対策講座

学部・学科独自の就職ガイダンス

現職保育者の講演会

内定者（学生）の報告会

保育実技指導

保育団体、業者等による就職説明会

ＰＣなどによる求人案内（案内の簡便化）

自治体の助成金や就職支援等の案内

卒業生への求人案内

保育現場でのインターンシップの紹介

保育施設の見学会

自治体別の就職説明会

卒業生へのリカレント講座

その他

無回答

養成施設のキャリア支援の実際の取り組み

n=393
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指定保育士養成施設に行ったキャリア支援等に関する調査のまとめ

・ 4 年制大学が他の学校種に比べて、保育士を目指す気風が弱い傾向がみられた。
・平成30年度と平成26年度の卒業生の資格・免許取得状況は大きな変化がない。ただし、保育

所に就職する学生の割合は減少していた。一方で、認定こども園に就職する者の数が増えてい
る。

・保育士就職に特化した就職支援担当者を配置している養成施設は半数程度だったが、配置さ
れている担当者は保育現場（保育所、幼稚園等）の経験者である場合が多かった。

・保育士志望者が増加した養成施設は、その理由として「待遇の向上」を第一にあげている。

逆に保育士志望者が減少した養成施設は、学生数の減少の他に、「一般企業の採用増」をそ
の理由としてあげていた。

・養成施設が行っているキャリア支援としては、「面接指導」「個別の進路選択の相談」と
いった個別の支援が行われている場合が多い。

・また、支援の基本姿勢として、「学生の主体性」を重視する養成施設が多く、その意識は、
「学生が身につけるべき能力を明確化し、その到達度を評価する」という見方を上回っていた。
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調査の概要

１、指定保育士養成施設で実施しているキャリア支
援等に関する調査

（指定保育士養成施設調査）

①質問紙調査

就職内定状況、キャリア支援の方針、リカレント
教育や地域連携を含む養成施設による保育人材確

保の取り組み等の実態

②インタビュー調査

養成施設のキャリア支援及び保育人材確保への取
り組みの先進事例等

２、指定保育士養成校施設卒業者の内定先等に関す
る調査

（学生調査）

①質問紙調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

②インタビュー調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

について、個別具体的な過程等

養成校の卒業年度の学生と養成校を対象として、学生のキャリア選択
や養成校のキャリア支援の実態を明らかにすることにより、養成施設
における質の高い人材の確保と就業継続への取り組みを促す
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②インタビュー調査
養成施設のキャリア支援及び保育人材確保への取り組みの先進事例等

調査の目的

指定保育士養成施設へのインタビュー調査の報告においては、キャリア支援等に関する有効な
好事例を見つけ出し、保育所等への就職を促すためのキャリア支援のあり方について検討するこ
とにより、保育人材確保施策に資することを目的とする。

調査の方法
①調査対象校
指定保育士養成施設7 校（4 年制大学・短期大学部・大学院（修士課程）併設校：1 校、4 年制大

学：3 校、4 年制大学・短期大学併設校：1 校、短期大学：1 校、専修学校：1 校）

②調査時期
2020 年1 月から2 月

③調査方法と手続き
インタビューは半構造化面接法を用いて実施し、発話はIC レコーダーを用いて記録した。
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②インタビュー調査
養成施設のキャリア支援及び保育人材確保への取り組みの先進事例等

インタビュー調査に用いた基本的質問項目
1．キャリアサポート等を実施している部署の理念や方針
2．1 年次から実施しているキャリア形成の流れ
3．キャリアサポートプログラム・支援の特徴
4．就職内定状況
5．リカレント教育の有無と実施方法
6．地方団体等との協働
7．取り組みの成果と課題
8．その他

なお、時間の関係で今回は詳細な結果報告ができないため、結果については、全国保育士養成
協議会発刊の研究調査報告書をご覧ください。
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調査の概要

１、指定保育士養成施設で実施しているキャリア支
援等に関する調査

（指定保育士養成施設調査）

①質問紙調査

就職内定状況、キャリア支援の方針、リカレント
教育や地域連携を含む養成施設による保育人材確

保の取り組み等の実態

②インタビュー調査

養成施設のキャリア支援及び保育人材確保への取
り組みの先進事例等

２、指定保育士養成校施設卒業者の内定先等に関す
る調査

（学生調査）

①質問紙調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

②インタビュー調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

について、個別具体的な過程等

養成校の卒業年度の学生と養成校を対象として、学生のキャリア選択
や養成校のキャリア支援の実態を明らかにすることにより、養成施設
における質の高い人材の確保と就業継続への取り組みを促す
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指定保育士養成施設卒業者の内定先等に関する調査
（学生調査）

23



質問紙調査の目的・方法

調査の目的
保育士養成校で保育士資格を取得予定の者を対象とした質問紙調査を実施し、保育士資格

取得者が保育士への就職に課題になっていることを明らかにし、保育士への就職のための方
策を提案する。

調査の方法
①調査対象者

2019年度保育士養成施設卒業予定者5,532 名を対象とし、3,648 名から回答を得た（回収
率は65.9％）内訳は、保育士養成施設59 施設（4 年制大学：27 施設、短期大学：22 施設、
専門学校：10 施設）の卒業予定者

②調査時期
2019年11月～12月

③調査方法と手続き

郵送法。卒業予定者は、調査用紙に記入後、返信用封筒に入れて、各自で返送するよ
うに依頼した。
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調査内容

＜フェイスシート＞

性別、年齢、所属する学校の所在地、所属する学校の種類、取得見込みの
資格・免許、就職支援・相談の有無や相手、就職先、など

＜保育職の就職について（就職先・希望先が保育職の方のみ）＞

保育職への就職を決めた時期とその理由、就職活動の状況、就職先が決
まった時期とその所在地、就職先を決める上で重視したこと、など

＜一般職の就職について（就職先・希望先が一般職の方のみ）＞

一般職への就職を決めた時期とその理由、就職活動の状況、就職活動を始
めた時期、就職先が決まった時期、就職先を決める上で重視したこと、など

＜就職を希望していない理由（就職を希望していない方のみ）＞
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調査の結果
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回答者の属性・性別

回答者の属性：所属校の種類 性別
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就職決定先もしくは希望就職先について

就職決定先もしくは希望就職先

4年制大学 短大・専修学校

4年制大学 短大・専修学校
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保育職への就職を目指すことを決めた時期 （就職決定先または希望先が保育職）

入学前

81.1%

無回

答

１年生

前期

１年

生後

期

0.4%

２年生

前期

２年生

後期

３年生前期

2.2%

３年生後期

4.2%

４年生前期

5.7%

４年生後期

2.7%

入学後

18.4%

(n=1,139)

入学前

87.0%

無回

答

1.0%

１年生

前期１年

生後

期

２年生

前期

２年生

後期

３年生

前期

0.8%

３年

生後

期

0.3%

入学後

12.0%

(n=1,811)

4年制大学 短大・専修学校
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保育職への就職を目指すことに決めた理由

78.0%

31.9%

28.3%

16.3%

9.8%

9.7%

7.6%

7.1%

5.5%

5.1%

4.7%

2.3%

2.2%

2.0%

1.3%

0.4%

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

保育者になることが夢だったから

授業を通して保育の面白さや、やりがいを感じたから

資格・免許が取得できるから

実習が楽しかったから

家族や知人に勧められたから

就職しやすいと思ったから

その他

実習で保育者の指導や対応が良かったから

実習で保育者同士の人間関係や園の雰囲気が良かった

から

実習で保育をすることに自信がもてたから

給与・福利厚生が充実しているから

休暇の保障や労働時間が適切であるから

実習先から誘われたから

学校の教員に勧められたから

キャリアアップができるから

無回答
(n=1,139)

79.1%

23.2%

20.0%

12.4%

12.0%

6.4%

6.3%

6.2%

5.8%

5.3%

3.8%

2.8%

1.7%

1.3%

0.7%

1.3%

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%

保育者になることが夢だったから

資格・免許が取得できるから

授業を通して保育の面白さや、やりがいを感じたから

実習が楽しかったから

家族や知人に勧められたから

就職しやすいと思ったから

実習で保育者の指導や対応が良かったから

実習で保育者同士の人間関係や園の雰囲気が良かった

から

その他

実習で保育をすることに自信がもてたから

実習先から誘われたから

学校の教員に勧められたから

給与・福利厚生が充実しているから

キャリアアップができるから

休暇の保障や労働時間が適切であるから

無回答 (n=1,811)

4年制大学 短大・専修学校
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保育職への就職先を決めるにあたって重視したこと

4年制大学 短大・専修学校
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一般職への就職を目指すことを決めた時期（就職決定先または希望先が保育職）

入学前

5.0%

無回答

0.9%

１年生前期

4.1%

１年生

後期

2.3%

２年生前期

7.3%

２年生後期

7.3% ３年生前期

21.0%

３年生後期

29.7%

４年生前期

15.5%

４年生後期

6.8%

入学後

94.1%

(n=219)

入学前

6.9%

無回答

9.2%

１年生前期

4.6%

１年生後期

18.4%

２年生前期

31.0%

２年生後期

17.2%

３年生前期

6.9%

３年生後期

5.7%

入学後

83.9%

(n=87)

4年制大学 短大・専修学校
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一般職に就くことを決めた理由

4年制大学 短大・専修学校
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一般職の就職先を決めるにあたって重視したこと
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指定保育士養成卒業者の内定先等に関する調査のまとめ

・保育職への就職決定及びその時期は、4 年制、短大・専修学校どちらにおいても、8 割以上の学生が入学
前と回答している。

・保育職への就職を目指すことに決めた理由については、 4 年制、短大・専修学校どちらにおいても、
「保育者になることが夢だったから」が7割以上で最も多かった。

・就職先を決めるにあたり重視したこととしては、「園の保育理念・方針や保育内容が自分にあってい
る」が最も多いが、4年制の学生は、「給与が適切である」「福利厚生が充実している」などの労働環

境の良さを重視する回答がより多く、短大・専修学校では「職場の人間関係がよい」といった回答がより
多かった。

・一般職（保育職以外）への就職決定及びその時期は、 4 年制、短大・専修学校どちらにおいても、8 割以
上の学生が入学後と回答している。

・一般職に就職を目指すことに決めた理由については、 4 年制、短大・専修学校どちらにおいても、「実
習で保育をすることに自信を持つことができなかったから」が多かった。特に、短大・専修学校では、

「実習日誌を書くことが負担だったから」「実習が辛かったから」といった実習に関係する理由が多く回
答された。

・就職先を決めるにあたり重視したこととしては、4年制で「企業の理念・仕事内容が自分に合っている」
が最も多く、短大・専修学校では、「休暇が保障されている」「職場の人間関係がよい」などの労働環
境の良さを重視する回答がより多かった。
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調査の概要

１、指定保育士養成施設で実施しているキャリア支
援等に関する調査

（指定保育士養成施設調査）

①質問紙調査

就職内定状況、キャリア支援の方針、リカレント
教育や地域連携を含む養成施設による保育人材確

保の取り組み等の実態

②インタビュー調査

養成施設のキャリア支援及び保育人材確保への取
り組みの先進事例等

２、指定保育士養成校施設卒業者の内定先等に関す
る調査

（学生調査）

①質問紙調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

②インタビュー調査

当該学生の入学動機、進路選択の過程及び結果及
びその理由や養成施設のキャリア支援等のあり方

について、個別具体的な過程等

養成校の卒業年度の学生と養成校を対象として、学生のキャリア選択
や養成校のキャリア支援の実態を明らかにすることにより、養成施設
における質の高い人材の確保と就業継続への取り組みを促す
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②卒業予定者に対するインタビュー調査

調査の目的

保育士資格取得者が保育士への就職に課題になっていることを明らかにする。その際、実習経験が保育職
および一般職（保育職以外）への職業選択に影響を与えている可能性があると考え、保育実習等の経験の影
響について着目する。

調査の方法
①調査対象者
保育士として就職を予定している者12 名（全員女性：4 年制大学10 名・短期大学2 名）
一般企業等の一般職に就職を予定している者12 名（全員女性4 年制大学11 名・短期大学1 名）

②調査時期
2019 年11 月から2020年1 月

③調査方法と手続き

インタビューは、質問項目を設定し、それらの質問について答えていただく構造化インタ
ビューを2 名程度のグループ形式で実施した。
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調査内容

＜保育職＞
・在学大学（短大）に進学した理由
・保育士（保育職）への就職を決めた時期、及びその理由
・保育士（保育職）への就職を決めるうえでの保育実習等の経験の影響
・保育士（保育職）の就職先を決めた就職プロセス
・在学大学（短大）の教員・職員から受けた就職支援

＜一般職＞
・在学大学（短大）に進学した理由
・保育士（保育職）への就職をしないことを決めた時期、及びその理由
・保育士（保育職）への就職をしないことを決めるうえでの保育実習等の経験の影響
・一般職の就職先を決めた就職プロセス
・在学大学（短大）の教員・職員から受けた就職支援
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入学前から就職先決定までのプロセス図 （保育職）
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入学前から就職先決定までのプロセス図 （一般職）

41



42



ストーリーライン図（保育職）
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ストーリーライン図（一般職）
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調査結果からの示唆と今後の課題
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調査結果から

養成校に入学してくる学生の大半は、当初より保育職を目指しており、そのうちの多くは
そのまま保育職へと方向づけられている。しかし、実習におけるネガティブな経験や保育職
の処遇についてのネガティブな情報から、保育職志望への迷いが生じ、それをぬぐえない場
合に保育職志望から離脱することが見て取れる。

今後の課題

①学生が保育職に方向づけられるような、適切な保育実践や労務管理に組織的に取り組んで
いるような実習施設を選定すること。

②養成校及びその教員が、学生の主体的、対話的で深い学びを促すような指導を進め、また
保育者のキャリア形成への見通しを提供する。

③修業年限を踏まえたキャリア教育と、修業年限を踏まえた保育者のキャリアデザインにお
いて実習施設と養成校が連携・協働して支援していく必要がある。

46



2020年度 新型コロナウイルス感染症への対応に関わる
本会会員校の実態の調査の結果
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質問紙調査の目的・方法

調査の目的
保育士養成施設における新型コロナウイルス感染症への対応の実態を調査することを目的とした。対応の実態を

把握し、そこで得られた情報を公表し、相互に内容を確認することを通じて、今後のより良い対策を検討するため
の資料として活用する。

調査の方法
①調査対象者

本会会員である542校の614養成施設を調査対象とし、学科長等、養成課程の責任ある教員の方に回答を求め

た。結果、 232 施設から回答を得た（回収率は37.8％）
②調査時期

2020年7月
③調査方法と手続き

各養成施設が全国保育士養成協議会のホームページ「会員校専用コンテンツ」に掲載している調査票をダウ
ンロードし、回答後、メールにて返送をお願いした。

調査内容
・コロナウイルス感染症の実習への影響
・コロナウイルス感染症の学内授業への影響
・コロナウイルス感染症の学生への影響 など
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基本属性

度数 ％
種別

N＝232
大学 97 41.8

短期大学 89 38.4
専修学校 41 17.7

高等学校専攻科 1 0.4
無回答 4 1.7

所在地（ブロック）
N＝232

北海道 16 6.9
東北 15 6.5
関東 87 37.5
中部 28 12.1
近畿 51 22.0

中・四国 18 7.8
九州 16 6.9
無回答 1 0.4
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2020年度 保育実習の状況

当初の予定
通り実施, 

67.7

一部の学生
の実習を延
期や中止, 

12.5

すべての学
生の実習を
延期や中止, 

14.7

無回答・無
効回答, 5.2

図表２-1 2020年度保育実習Ⅰ（保育所）の状況

N＝232
値は％

当初の予定
通り実施, 

43.1

一部の学生
の実習を延
期や中止, 

29.7

すべての学
生の実習を
延期や中止, 

20.7

無回答・無
効回答, 6.5

図表2-2  2020年度保育実習Ⅰ（施設）の状況

N＝232
値は％
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2020年度 保育実習の状況

当初の予定
通り実施, 

55.2
一部の学生
の実習を延
期や中止, 

20.8

すべての学
生の実習を
延期や中止, 

24.1

図表2-3  2020年度保育実習Ⅱの状況

N＝212
値は％

当初の予定
通り実施, 

54.0 
一部の学生
の実習を延
期や中止, 

21.7 

すべての学
生の実習を
延期や中
止, 24.2 

図表2-4 2020年度保育実習Ⅲの状況

N＝161
値は％
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実習の延期や中止の決定の理由

実習を予定して
いた全部の施設
から受け入れ不
可の意向が示さ
れたことによる, 

3.9

実習を予定して
いた一部の施設
から受け入れ不
可の意向が示さ
れたことによる, 

42.2

実習受け入れの
状況にかかわら
ず、危機管理上
の判断として養
成校が決定した
ことによる, 

36.6

その他, 9.5

無回答・無効回
答, 7.8

図表2-13 実習の延期や中止の決定の理由

N＝232
値は％
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前期授業の開始・終了時期

85.8

12.9

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

開始時期を変更した

当初の予定通りの日程で授
業を開始した

無回答

図表3-1 前期授業の開始

N＝232
値は％

6

53

106

18

18

0 20 40 60 80 100 120

～4月14日

4月15日～4月末

5月1日～5月14日

5月15日～5月末

6月1日～

図表3-2 前期授業の開始時期（度数）

62.5

35.8

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

終了時期を変更した

当初の予定通りの日程で授業
を終了する

無回答

図表3-7 前期授業の終了

N＝232
値は％

11

68

48

12

16

0 20 40 60 80

～7月末

8月1日～8月14日

8月15日～8月末

9月1日～9月14日

9月15日～

図表3-8 前期授業の終了時期（度数）
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授業の方法

85.6

81.1

66.7

53.7

45.3

15.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

Zoomなどを使用して同時双方向型（ライブ配
信）授業を行う

授業資料（PDFやスライドなど）を配信する

あらかじめ録画した授業の映像を配信する

郵送で授業資料・課題を送付・回収する

既存の映像資料（Youtubeや教材用動画サイ
トのコンテンツなど）を配信する

その他

図表3-20 遠隔授業（オンライン）を行っている場合の授業方法

N＝201
値は％

遠隔授業（オ
ンライン）を
行っている科
目がある, 86.6

遠隔授業は
行っていな
い, 11.6

無回答, 1.7

図表3-18 現在の授業の方法

N＝232
値は％
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教員が感じている遠隔授業のメリット・デメリット

47.4

34.5

31.9

24.1

12.1

8.2

7.3

24.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

移動が不要で効率がよい

出席管理や課題管理が行いやすくなった

学生からの質問が増えた

特にメリットは感じない

学生の授業の理解度が増した

授業の質が向上した

教材の作成や準備が効率的になった

その他

N＝232
値は％

79.7

75.4

71.6

69.4

50.9

44.0

35.3

26.7

21.6

7.8

6.0

0.9

16.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

教材の作成や準備に時間がかかる

学生間の学びの格差が心配である

PCなどの機器使用に課題がある

学生の通信容量に制限がある

授業の質が保てない

非常勤教員との意思疎通に課題がある

成績評価の方法に戸惑う

教材作成に関する著作権の扱いが分からず利用に戸惑う

個人情報に関する問題が心配である

大学等からのサポートがない

相談できる人がいない

特にデメリットは感じない

その他

N＝232
値は％

図表3-22  教員が感じている遠隔授業のメリットや新たな気づき 図表3-24   教員が感じている遠隔授業のデメリットや困ったこと
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対面授業について

現在、対
面授業を
行ってい
る, 84.9

前期は対
面授業は
行わな
い, 12.9

無回答, 
2.2 9

3

8

19

90

42

29

0 20 40 60 80 100

～4月1４日

4月１５日～４月末

5月１日～５月１４日

５月１５日～５月末

６月１日～６月１４日

６月１５日～６月末

７月１日以降

図表3-27 対面授業の開始時期（度数）
図表3-26 現在の対面授業について
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学生から多く寄せられた意見

82.3
68.1

67.2
64.7

59.9
47.0

37.9
31.5

29.7
29.3

19.4
18.5

9.1
7.3

5.2
1.7

6.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育実習や教育実習への不安
授業の課題が多い
就職活動への不安

通信環境が整わない
経済的な不安

学校の施設を使用させてほしい
学費の免除してほしい

対面授業を増やしてほしい
教員との意思疎通ができにくい

授業内容が分かりにくい・理解できない
遠隔授業を継続してほしい

相談する相手がいない
成績評価の方法がわかりにくい

授業が理解しやすくなった
教員との意思疎通がしやすくなった

特に問題は感じていない
その他

図表4-7 学生から多く寄せられた意見
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学生への支援について

65.1

59.1

59.1

55.6

54.7

46.6

45.3

42.7

34.9

29.3

11.2

13.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

遠隔授業に対応して授業の進め方、内容の変更
学費の納入期限の延納

PCルームなどを開放
ネットワークトラブル時の出欠席の考慮

奨学金制度の分かりやすい掲示
学修支援金の給付

学生の通信環境に配慮した取組
機器の貸し出し
相談窓口の設置
貸付型奨学金
学費の減免

その他

図表4-9 学生への支援
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中央情勢報告

全国保育士養成協議会 常務理事

矢藤 誠慈郎
（和洋女子大学）
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報告の内容

１ 保育士養成研究所の体制
２ 保育士養成の諸課題と研究所の事業内容
３ 研究所の研究及び研究助成等
４ 研究所が行う研修
５ 研究所による情報提供等
６ 保育士養成倫理綱領
おわりに

60



１ 保育士養成研究所の体制

• 所長（本会会長）
• 副所長（研究主担当、研修主担当、情報主担当、評価・認定等）
• 常務理事（保育士養成等専門業務担当）
• 研究員
• 保育士養成専門委員会…保育士養成に関する研究事業、研修事業、情報、認定・
評価等の業務のあり方について協議、小委員会設置も

• 保育士養成審議委員会…所長の諮問等を受け、研究所の業務について審議し、提
言
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２ 保育士養成の諸課題と研究所の事業内容

• 保育士養成倫理綱領の策定： 令和2年6月の総会において採択
現在、ハンドブック作成に向けて検討中

• 実習指導者認定講習： コンテンツ作成中
8月頃と3月頃の年2回実施。令和2年度は3月のみ実施予定⇒COVID-19拡大により中止

• 階層別保育士資格取得システムの検討と提言：
各校種の良さを生かしつつ資格の階層化を図る
幼免上進制推進を踏まえて

• 実習施設の本会会員加入： 保育・福祉現場との協働の推進のため
具体的な手続等について検討していく
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３ 研究所の研究及び研究助成等

• 厚生労働省 子ども・子育て支援推進調査研究事業の実施
◆令和元年度「指定保育士養成施設卒業者の内定先等に関する調査研究」
◆令和２年度「保育士養成施設における保育士の魅力向上に関する調査研究」
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３ 研究所の研究及び研究助成等

• ブロック研究助成
◆保育士の質の向上及び児童福祉の向上に寄与する保育士養成に関する研究
各ブロックを通して申請、各ブロック30万円

• 学術研究助成
◆特に重視される保育士養成に関する研究事業（以下が本年度の課題）の促進を図る
本会が定める研究課題一覧から選択して応募、1件につき200万円以内、総額400万円以内
①実習施設との連携・協働に関する研究 ②実習指導体制の実態に関する研究 ③実習における危機対応等に関する研究
④養成校における現職研修への取り組みの実態に関する研究 ⑤4年制養成校のカリキュラムの効果に関する研究

⇒積極的に、かつ研究費の適正使用を含む研究倫理を踏まえた適切な申請と報告を（科研費を参照）

64



４ 研究所が行う研修

• 保育士養成研究所研修会（例年は年3回）
11/22(大阪)⇒中止、 2/21(東京)⇒オンライン開催について検討中
今年度は学生支援をテーマに（予定）

• 実習指導者認定講習（前述）
令和2年度開始予定
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５ 研究所による情報提供等

• 保育士養成研究所報告書
指定保育士養成施設実態調査の報告
学術研究助成・ブロック研究助成の成果(概要)報告
研修会報告 等

• 指定保育士養成施設実態調査(ルーティン調査)
自律的な専門組織として、子どもの最善の利益のために養成教育の質の維持・向上を図る
取り組みのモデルとなる好事例の交換
課題改善の促進
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６ 保育士養成倫理綱領

前文

指定保育士養成施設の全ての教職員等（以下「教職員等」という）は、児童の最善の利益を保障でき
る保育士を養成するために最大限の努力をする。この倫理綱領は、教職員等が、自らの専門性を向上さ
せ続けるための省察の指針を提供するものである。教職員等はこの倫理綱領を遵守し、かつ教職員等間
で共有しながら保育士養成を行い、もって児童福祉の向上に寄与する。

なお、この倫理綱領は、指定保育士養成施設の全ての教職員が遵守することを期待されるものである。
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６ 保育士養成倫理綱領

価値

①個人の尊厳

教職員等は、学生、保育士、同僚、そして児童とその保護者等をかけがえのない存在として尊重する。

②人間の成長

教職員等は、学生、保育士、同僚、そして児童とその保護者等が成長する可能性をもつ存在であると
認識する。

③貢献

教職員等は、自らの専門性の向上に努め、保育士養成に貢献する。

④多様性

教職員等は、学生、保育士、同僚、そして児童とその保護者等における多様性を尊重する。
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６ 保育士養成倫理綱領

倫理的責任

Ⅰ 学生に対する倫理的責任

Ⅰ-1 教職員等は、学生一人ひとりの学びに対する意思を尊重し、個々に応じた関わりに努め、学生の
自己決定の機会が提供されるようにする。

Ⅰ-2 教職員等は、学生に対して「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」の中の「教科
目の教授内容」及び「保育実習実施基準」を踏まえて授業及び実習を行う。

Ⅰ-3 教職員等は、学生に対して保育士養成課程に関わる諸分野の最新知見を教授できるように自らの
知識及び技術を絶えず向上させる。

Ⅰ-4 教職員等は、学生が主体的・対話的で深い学びができるように授業方法を工夫し、自己評価を行
う。

Ⅰ-5 教職員等は、学生に対してシラバス等を通して当該科目の目的、到達目標、授業内容、授業計画、
評価方法、評価基準等を事前に明示し、適切に履行する。

Ⅰ-6 教職員等は、学生に対して、指導能力が充実している施設への実習配当を行うように努める。
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６ 保育士養成倫理綱領

Ⅰ 学生に対する倫理的責任

Ⅰ-7 教職員等は、実習施設について、その実習内容に関して検証を行い、学生の学ぶ権利の保障に努
める。

Ⅰ-8 教職員等は、実習施設において学生の学ぶ権利が保障されていないことが明らかになった場合、
所要の措置を講じる。

Ⅰ-9 教職員等は、学生のニーズや能力、施設の状況に応じた進路指導を行う。

Ⅰ-10 教職員等は、学生との関係を自己の利益のために利用しない。

Ⅰ-11 教職員等は、学生に対してセクシャルハラスメント、アカデミックハラスメント、パワーハラス
メント等の人権侵害を行わない。

Ⅰ-12 教職員等は、学生のプライバシーを最大限に尊重するとともに、学生に関する情報の取り扱い及
び安全管理を適切に行う。

70



６ 保育士養成倫理綱領

Ⅱ 実習施設に対する倫理的責任

Ⅱ-1 教職員等は、質の高い保育士養成を実現するために実習施設と連携・協働する。

Ⅱ-2 教職員等は、保育実習の方針、内容、期間、実習指導の内容等について明確にし、実習施設と共
有する。

Ⅱ-3 教職員等は、保育実習の目的を達成するために施設長や実習指導者等と緊密に連携して学生の指
導を行う。

Ⅱ-4 教職員等は、一定の要件を満たした学生に実習の履修を認め、必要に応じて実習施設に対してそ
の要件を説明する。

Ⅱ-5 教職員等は、学生が実習に参加することが適切であると認められない場合、児童の最善の利益を
保障するための必要な措置を講じる。

Ⅱ-6 教職員等は、自身及び学生が実習を通して得られた実習施設に関する情報等の取り扱い及び安全
管理を行う。
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６ 保育士養成倫理綱領

Ⅲ 所属機関及び同僚に対する倫理的責任

Ⅲ-1 教職員等は、所属機関の理念や教育方針を踏まえて授業や学生指導を行う。

Ⅲ-2 教職員等は、所属機関の同僚と連携・協働して授業や学生指導等の業務に取り組む。

Ⅲ-3 教職員等は、同僚を尊重するとともに、同僚に対してセクシャルハラスメント、アカデミックハ
ラスメント、パワーハラスメント等の人権侵害を行わない。

Ⅲ-4 教職員等は、所属機関や同僚がこの倫理綱領に定める倫理的責任を認識するよう働きかける。
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６ 保育士養成倫理綱領

Ⅳ 児童と家族、社会及び保育現場に対する倫理的責任

Ⅳ-1 教職員等は、質の高い保育を実践できる学生の育ちと保育士の育ちを支えるために最大限の努力
をする。

Ⅳ-2 教職員等は、家族や社会に対して、児童期の重要性と質の高い保育の重要性について啓発する。

Ⅳ-3 教職員等は、保育士の専門性向上及び社会的地位の向上のために自らの専門性を活用し、その力
量を発揮する。

Ⅳ-4 教職員等は、実践現場において児童とその保護者の権利を侵害する行為に対して、適切な方法で
その改善を図る。
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おわりに

• 保育士不足から、質を下げてでも有資格者を増やすべきという議論も
• 一方でそのことが保育士という職業の地位と魅力を低下させる恐れ
• 個々の養成校の問題を超えた、業界全体の問題
• 養成の質の向上に真剣に取り組むべき局面
• 養成校全体の連携・協働が求められる
• 養成校と保育・福祉現場との対話と協働が求められる
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おわりに

• COVID-19対応において、情報の有無や養成校の姿勢によって養成教育の質に差が
出る懸念
⇒当会として情報提供やQ&Aの発出及び実態調査を行った。
⇒また迅速な情報提供等に関連して、メーリングリストへの全会員校の参加を進めた。
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